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形態基礎研究部門

岩本光雄･木村 焚 ･波辺 毅 ･宅糾俊雄 ･

森山恭子')

研究概要

1)旧世界ザル,特にマカクに関する形態学的

研究2)

岩本光雄･渡辺 毅

ニホンザルとスラウェシマカク7任の種分化,

進化を解明する形態学的研究を行っている｡ニホ

ンザルに関しては,宮崎県串良のニホンザルの生

体計測結果に基づく研究結果をとりまとめ(浜田

･岩本･渡辺),また1984年の乳歯萌出年齢に関

する論文の姉妹符として,永久歯萌出年齢に関す

る論文のとりまとめを行った(岩本･渡辺･浜田,

印刷中)｡スラウェシマカクに関しては,文部省

科学研究史補助金(海外学術調査)によって,現

地調査による生体計arJ,毛色測定,皮膚隆線系の

資料を収集した(岩本 ･浜田･渡辺)｡その他例

年のごとく,餌づけ群および所内飼育中のニホン

ザルおよび他種マカクについて,生体計測等のデ

ータを収集した｡

2)詔長類のロコモーションと運動器の研究

木村 !!･森山恭子

ヒトとサルの進化過程を知ろ目的で現生詔長獄

のロコモーションと運動群の比較研究を行ってい

る｡与の研究は一部本研究所共同利用研究計画研

究 ｢運動器からみた霊長類の系統発生｣とも関連

して行われている｡本年度は以下の研究が行われ

た｡

(1) チンパンジーロコモーションの個休発達

チンパンジーのロコモーション,特に平地二足

歩行の個体発達の運動力学的測定を長手捌こわたっ

て継続し,ヒト=足歩行控和過程の基礎的考察を

行った｡

(2)関節可動域とロコモーシ,ンの関が )

ニホンザル,マントヒヒ.オランウータン,チ

ンパンジーなどにおいて後肢関節可動域と粘弾性

特性を測定し,ロコモーション特性との関連につ

いて検討を行っていろ｡

(3)詔長類四肢筋骨格系のバイオメカニクス

各項詔長類四肢長骨の材料力学的特性を測定し,

バイオメカニクスの観点からロコモーションと関

連して検討を加えている｡特に大型現入校(ゴ1)

ラ,チンパンジー,オランウータン)については

一例ずつではあるが筋系の解剖を行い,筋のモー

メントアームを測定して力学的検討を加えた｡

3)霊長類頭蓋骨の形態学的研究

毛利俊雄

舌下神経管の分割状態は,霊長類に広く分布し,

迫伝性の高い特徴とおもわれるにもかかわらず,

ヒトやニホンザルでの左右相関は低い｡そこで,

この形矧 こついて遺伝すろのは,その有無ではな

く,出現確率であるという仮説を立てた｡

また,ホエザル,ウ-リー,ウ-リークモザル,

ウアカリ,ヒゲサキ,ヨザルなど中｡大型新世界

ザルの頭葛を計測し,正準判別分析を行ったとこ

ろ,所菜の外形がよく系統関係を反映している結

果をえた｡

担 税

1)岩本光雄(1986):サルの分類名 (その2:

オナガザル,マンガベイ,ヒヒ)｡霊長類研

究,2(1):76-88.

2)岩本光雄(1986):人類の誕生(小学館学習

百科図鑑48)｡小学館,PP.158.

8)木村 賛(1986)'.樹上のサルから-ヒトの

起源と進化｡週刊朝日百科 日本の歴史弘

1:27132.

4)渡辺 毅(1987):進化の迷宮一人類の祖先

はどこまでたどれるようになったか-｡アニ

マ,h170(1987年 1月号):90-95.平凡

社｡

5)渡辺 敷く1986):ヤクザルはこホンザルか｡

窮80回プリマーチス研究会記録:27-88.

1)詔長析研究所非謂勤講師｡

2)本研究は部分的に,浜田 穣(日本モンキー

センター),パンパン･ス1)コプロト(イン

ドネシア.ナショナル大学)との共同研究で

ある｡
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8)共同利用研究員岡田守彦 ･蘇本光彦 (筑波大

学 ),山崎倍寿(座応大学 )との共同研究｡



臨 文

1)木村 賛(1986):幼年チンパンジー四足ロ

コモーション発達の運動力学｡バイオメカニ

ズム学会編 ｢バイオメカニズム8｣,東京大

学出版会,74-82.

2)Hamada,Y.,Iwamoto,M.andWatanabe,

T.,(1986):Somatomctricalfeatures
ofJapanesemonkeysinKoshimaIslet:

inviewpointofsomatometry,growth,
andsexualmaturation.Primates,27

(4):471-484.

学会発未

I)早川敏之･山下 広 ･岩本光雄(1986):蛋

長城の1)ンパ管系2,こホンザルに関する知

見｡邦2回日本霊長類学会大会,霊長輯研究,

2(2):161-162.

2)渡辺 毅･浜田 根･岩本光雄(1986):こ

ホンザルの体重･体格の時代変化一高崎山と

志賀での事例｡第2回日本霊長類学会大会,

霊長放研究,2(2):183.

8)浜田 稜･渡辺 毅 ･パンパン,S.(1986):

スラウェシマカクの形態学的研究 :アロメト

1)一分析｡第2回日本霊長校学会大会,霊長

類研究,2(2):182-183.

4)木村 !2(1986):走ろサルの足底力につい

て｡邦2回日本霊長類学会大会,望長類研究,

2(2):164.

5)岡田守彦･森本光彦 ･木村 賛(1986):ニ

ホンザル後肢各関節の受動屈伸可動域｡第2

回日本詔長栴学会大会,霊長類研究,2(2):

165-166.

6)毛利俊雄(1986):霊長類の二分舌下神経管

:左右の相関について｡第2回日本霊長類学

会大会,班長類研究,2(2):180-181.
7)浜田 税･泣辺 毅 ･岩本光雄(1986):ス

ラウェシマカクの形態学的研究 :クロザルの

身体成長発育の特徴について｡第40回日本人

Wl学会日本民族学会連合大会｡

8)木村 賛(1986):オランウータンの平地四

足少行｡第40回日本人類学会日本民族学会連

合大会｡

9)Kimura,T･(1986):Developmentof

levellocomotioninchimpanzees.加h

CongressofthelnternationlPrimatolo･

giCal Society,PrimateReport,14:89.

10)Hayaknwa,T.,Yam ashita,H.andIwamo･

to,M.(1986):A comparativeanatomical

studyofthelymphapparatusinprima-

tes.1.FindingsinPeyer'spatches.刃th

CongressofthelnternationalPrimatolo･

gicalSociety.PrimateReport,14:17.

ll)Kimura,T.(1986):Voluntarybipedal

walkingofaninfantchimpanzee.In･

ternationalSymposium atMontigne

ttGravity,asrelatedtolocomotionin

prlmateS."

神経生理研究部門

久保田責･小痕祥三･三上帝允･松村道一

研究概要

1)前頭連合野における条件づけ形成の神経機

構の研究

久保田競

視覚刺激を手掛かりにして.GO/NO-GO課題を

学習する経過のニューロン活動を解析し,手掛か

りと反応との連合が前頭前野で成立すると考えら

れるデータを既にだしているが,これを更に滋付

けるデータを染めた｡反応に特異的に働くニュー

ロン活動が,どの様に成立する様になるかを解析

した｡

2)前頭葉の行動抑制のメカニズムの研究

久保田競 ･三上孝允･大石高生

視覚刺激を手掛かりにして,GO/NOGO課題

を行わせ,前頭前野弓状域及び運動前野の単一ニ

ューロン活動を記録し,NOG()反応に特異的に働
くニューロンが,GO反応を起こすニューロン活

動を抑制するという仮説を裏付けるデータを央め

つつある｡

3)前頭連合野の神経伝達物質の役割

久保田競 ･松村道一 ･沢口俊之

空間性遅延反応に関連する前頭前野のニューロ

ン活動に対すろドーパミンやそれらの阻害剤など

の効果を調べた｡ドーパミンは遅延期に関連すろ

ニューロン活動を増強し,この増強作用はDl受

容器の阻害剤によって阻害された｡ドーパミンが

短期記憶のニューロン過程をDl受容器を介して

増強することが示唆される｡
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